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神奈川大学から 2 名（化学領域、生物科学領域各 1）



































124　Science Journal of Kanagawa University  Vol. 29, 2018
文献
 1) 杉谷嘉則（2007）「国立台湾大学」訪問の記．神奈川
大学理学誌  18: 103-105.
 2) 竹内重夫（2007）台湾大学における第２回化学科合
同シンポジウムに参加して．神奈川大学理学誌  18: 
107.
 3) 木原伸浩（2009）第四回神奈川大学−国立台湾大学学
術交流国際会議．神奈川大学理学誌  20: 93-103.
 4) 木原伸浩（2010）第五回神奈川大学−国立台湾大学学
術交流の記．神奈川大学理学誌  21: 77-88.
 5) 松原世明（2011）第六回神奈川大学−国立台湾大学学
術交流の記．神奈川大学理学誌  22: 95-107.
 6) 木原伸浩（2012）第七回神奈川大学−国立台湾大学学
術交流．神奈川大学理学誌  23: 89-98.
 7) 木原伸浩（2013）第八回神奈川大学−国立台湾大学学




術交流．神奈川大学理学誌  26: 97-105.
10) 木原伸浩（2016）第 11 回神奈川大学−国立台湾大学
学術交流．神奈川大学理学誌  27: 101-108.
11) 木原伸浩（2017）第 12 回神奈川大学 - 国立台湾大学























































Kanagawa University, SHC, Circum Hall
17 March 2018 9:20 – 17:30



































126　Science Journal of Kanagawa University  Vol. 29, 2018
